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平成１８年度事業計画

企画情報部 前野 一朗副所長(兼)部長

１ 研究開発企画調整事業

当センターの研究開発と技

術支援の円滑な運営を図るた

め，産学官の委員で構成され

，る研究開発推進会議を開催し

効果的なセンター業務の運営

を図ります。また，産学官連

携による共同・受託研究の推進，

研究開発・技術支援業務の総合的な調整と進行管

理，特許及び特許申請の管理，業界ニーズの調査

分析や技術情報の収集・発信，来訪者の案内等の

業務を行います。このほか，招へい・派遣研究に

よる研究交流促進，研究機能の充実を図ります。

２ 工業技術支援事業

「技術情報提供事業」

中小企業の技術開発や新製品開発等の支援を目

的に，科学技術文献情報（ＪＯＩＳ ，特許情報）

（ＰＡＴＯＬＩＳ）等の利用促進，研究成果発表

会の開催，鹿工技ニュース，年報，研究報告書等

の発行，インターネットによる研究報告サービス

システム「メビウス ，工業技術情報のメール配」

信サービス「KIT-enews」及びホームページに

よる情報提供を行います。また，特許等の知的所

有権に関する情報提供や広報普及に努めます。

「人材育成事業」

当センターの持つ技術力を活用し，県内企業の

研究者を育成することを目的として研究会を設立

し，これを支援します。また，県内企業からの研

修生，海外研修生の受け入れにより，企業後継者

の育成や国際交流に寄与します。

「技術指導事業」

当センターの持つ技術力を講習会や技術相談等

を通して積極的に提供し，県内企業の技術力向上

を図ります。

， 「 」当部は ホームページ上の 技術相談110番

による相談窓口として，また，研究開発や製品開

発の支援施設「R&D支援センター 「システム技」

術開発センター」の窓口など，産業界や大学等及

び各支援機関との調整に積極的な推進を図りま

す。

デザイン・工芸部 部長 上原 守峰

県内企業のデザインマインド

の高度化と工芸業界のデザイン

製造技術力の向上を図るために

技術相談・支援，調査を行うと

ともに製品開発に関する試験研

究を行います。今年度は次のよ

うな試験研究を行います。

１ 工業基盤技術研究事業

「焼酎を彩る酒器・テーブルウェアの開発」

焼酎ブームの中，鹿児島の伝統的な酒器である

「黒千代香」の生産は増産傾向にあります。そこ

で現代的な焼酎の飲み方の提案として，焼酎を飲

む色々な場面を想定・分析し，酒器をメインにし

たトータルデザインのテーブルウェアをＣＡＤ／

ＣＧ等を用いて開発します。

これまでに，熱衝撃に強い黒千代香の素地と釉

薬，カラーバリエーションを付加した千代香，県

内産の工芸素材を利用した酒器セットやテーブル

ウェアを開発してきました。

今年度は，多彩な酒器などのバリエーションを

県内外にアピールするための手法研究を行い，業

界への提案を行います。

２ 環境・生活・デザイン技術開発研究事業

「県産材を用いたウッドカヌーの開発」

当県では錦江湾ウォーターフロントの整備や離

島地域の自然環境を生かしたイベントの開催等

で，ヨット，ボート，FRP製カヌー等を使用し

た海洋レクリエーション活動の拡大が促進され，

海と親しむ機運が醸成されつつあります。

しかし，FRP船は業界，団体などが循環型社

会をめざして資源のリサイクル化を進めています

が，不法投棄等の社会問題があります。

そこで，県産木材を使用した環境にやさしい海

洋レジャー用ウッドカヌーを開発し，関連企業・

団体や新たな起業を支援します。

今年度は，安定した量産ができるように奄美地

方に伝わる伝統木造船「アイノコ」を立体形状測

， ， ， ，定機を使用して測定し 三面図 断面図 展開図

立体パース図などの図面化を行います。

また，板厚，強度，精度，加工技術など接合部

等の加工方法の研究を行い，現代の加工技術を用

いて容易で精度の高い方法を見いだす研究を行い

ます。
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平成１８年度事業計画

食品工業部 部長 西元 研了

県内の発酵飲食品工業に関連

する中小企業への技術的な支援

のために技術相談・支援，依頼

分析・試験，研修生の養成を行

うとともに，発酵及び食品工業

に関する試験研究を行い，関連

業界の振興育成を図ります。

今年度は次のような試験研究を行います。

１ 工業基盤技術研究事業

「微生物を活用した調味液素材の高機能化に関

する研究」

鰹節製造工程で排出される煮熟液の成分を精査

し，麹菌や酵母および乳酸菌などの発酵食品製造

に利用されている微生物を煮熟液に活用して，機

能性物質への変換と生臭さの改善を行い煮熟液か

ら生産される調味液素材の高機能化を図る研究を

行います。

「黒糖焼酎製造技術の改善」

黒糖溶解工程の検討や濃糖耐性酵母の選抜によ

り，黒糖焼酎製造技術を改善することで，製造工

程の省力化，アルコール収得量の向上と酒質の多

様化を図る研究を行います。

「醸造酢における微生物制御法の開発及び有用

微生物の収集と保存」

腐敗微生物の発生要因を調査し，微生物抑制効

果がある天然物質の利用による微生物制御法を開

発します。また，発酵もろみなどから有用酢酸菌

の候補を多数収集し，併せて，当センター保有の

有用微生物の継代培養（植え継ぎ）や凍結保存の

研究を行います。

２ バイオ・食品開発研究事業

「高品質サツマイモ麹製造技術の開発」

サツマイモから高品質の麹を安全に製造する技

術を開発することにより，サツマイモ麹を用いた

本格純いも焼酎の製造安定化を図ります。

さらに，サツマイモ麹を用いたサツマイモ酢の

新規製造法を確立する研究を行います。

３ 環境・生活・デザイン技術開発研究事業

「バイオ集積化チップの性能及び信頼性評価」

食中毒菌であるサルモネラ菌の検査に必要な生

化学反応機構を，大きさ数㎝のチップ上に配置し

たバイオ集積化チップの研究を行います。当セン

ターでは，試作チップの性能評価を行います。

化学・環境部 部長 新村 孝善

化学及び環境に関する試験研

究，調査等を行うとともに，技

術相談・支援，依頼分析・試験

等を行います。

今年度は次のような試験研究

を行います。

１ 工業基盤技術研究事業

「 」藍植物による赤紫染めの実用化に向けた開発

琉球藍を用いてインジルビンを主成分とする赤

紫の色素の生成・抽出方法と，染色方法について

最適条件を検討し，染色堅ろう度向上のための助

剤についても選定を行い，実用化を目指した研究

を行います。

「排水処理における微生物活性助剤の開発」

食品製造業の排水処理を安定化するには微生物

。 ，の活性を増加させる必要があります このために

焼酎蒸留粕の飼料化プラントの濃縮工程において

発生する濃縮残液をベースとした安価で新たな微

生物活性助剤の開発について研究を行います。

「家電系廃プラスチックのマテリアルリサイク

ル技術の開発」

廃家電ＡＢＳ樹脂に対し溶剤分別による組成調

整を行い，均質で高品質な再生樹脂を得るマテリ

アルリサイクル技術の研究を行います。これによ

り，再生品需要を安定的に確保し，廃家電等の再

資源化を促進します。

２ 地域資源の高度利用研究事業

「タケノコ加工残渣を原料とした機能性食品素

材の開発」

環境に負荷の少ない過熱水蒸気や加圧熱水を用

いて，未利用のタケノコから付加価値の高いアミ

ノ酸やオリゴ糖等を含有する嗜好性の高い機能性

食品素材の研究を行います。

3 産業廃棄物排出抑制・リサイクル等推進事業

「木質系廃棄物からのエコカーボンボードの開

発｣

建築廃材や未利用竹材を炭化して，運搬や現場

での加工性が良く，より高強度で仕上げ材として

（ ）利用ができるエコカーボンボード 炭化物ボード

の開発と，そのボードが持つＶＯＣの吸脱着特性

の解明に関する研究を行います。これにより，廃

棄物のリサイクル推進とエコカーボンボードの高

度利用を図ります。
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平成１８年度事業計画

素材開発部 部長 中村 俊一

無機材料や金属材料等につい

て依頼分析・試験，技術相談等

を行い，関連する業界への技術

支援を行います。

また，今年度は次のような試

験研究を行います。

１ 工業基盤技術研究事業

「 」シラスコンクリートを用いた焼成建材の開発

コンクリート製品を処理することにより，耐候

性や耐摩耗性を向上させたいというニーズがあり

ます。工業技術センターには，シラスコンクリー

ト及びその製造方法に関する技術的蓄積がありま

す。この技術を利用し，さらにコーティングや焼

成技術を加えることで耐候性等を付与したあたら

しい焼成コンクリート建材の研究を行います。

「スパッタ法によるアルミ薄膜の制御技術」

ターゲットにAr等を衝突させると，ターゲッ

トの構成原子や分子が叩き出され，これらの原子

や分子から薄膜を形成することができます。これ

がスパッタ法で，工業技術センターには関連技術

の蓄積があります。高機能化が必要な薄膜素材等

のニーズに応え，スパッタ法によるアルミ薄膜作

製技術について研究を行います。

「局所加熱による接合界面の制御」

材料の接合界面では，界面の状態が接合部の機

械的特性に大きく影響します。特に溶融金属と基

材との濡れ性の良否が大きな要因となります。そ

こで，接合に有効な手法の一つである局所加熱技

術における濡れ性を明らかにするために，接合界

面付近の温度分布や加熱状況の評価技術を確立す

る研究を行います。

２ 地域資源の高度利用研究事業

「軽石を用いた機能性複合材料の開発」

鹿児島県の特産品とも言える軽石は，揮発性有

機化合物類の心配が無く，環境ホルモンも出ず，

有毒ガスが発生しない環境にやさしい素材です。

しかし，強度，靭性が低く，成形加工性に劣るた

め，付加価値の低い扱いに甘んじていました。そ

こで，軽石，木質資源（県産材，木くず等）の優

れた特性を活かしながら，あたらしい成形加工技

術を用いて，付加価値の高い機能性複合材料の研

究を行います。

機械技術部 部長 森田 春美

， ，機械加工技術 精密測定技術

溶接技術，塑性加工技術など機

械技術に関する技術相談，依頼

試験を行い，関連業界への技術

支援と関係技術の研究開発を行

います。

今年度は次のような試験研究

を行います。

１ 工業基盤技術研究事業

「 」切削加工における工具摩耗量測定技術の開発

ＣＣＤカメラを用いて工具を撮影し，画像処理

によって工具摩耗を定量化する技術と収集したデ

ータを処理し，ＮＣ工作機械へフィードバックす

る技術について研究を行います。

「車いす昇降装置の開発」

車いす利用者の日常生活における立体的生活空

間を拡大し，障害者，高齢者等の自立を支援する

ために車いす昇降装置の研究を行います。

「難削性低熱膨張材料の加工状態監視による加

工条件の最適化」

ＩＴ産業分野等において利用範囲が拡大してい

るコバールなどの難削性低熱膨張材料の加工状態

を監視することにより，加工する際の難削性の要

因を研究し，最適な加工方法・条件の確立を図り

ます。

２ 生産・加工システム開発研究事業

「圧縮加工による複雑形状部品の試作支援技術

の確立」

金属の圧縮加工は優れた加工法です。なかでも

単純形状部品ではなく，需要の増加が見込まれる

複雑形状部品に対応した加工技術は技術的競争力

向上に必要不可欠です。本研究では複雑形状部品

に対する圧縮加工において，低コスト試作支援技

術の確立を目的とする研究を行います。

３ 新素材・新材料開発研究事業

「高機能難燃性マグネシウム合金及び溶接部材

の疲労強度特性評価」

難燃性マグネシウム合金は，新たに開発された

材料であり，溶接部の性質・強度等が明らかにさ

れていません。溶接技術の確立と溶接部材の強度

特性を評価し，鉄道車両部材への適用について研

究を行います。
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電子部 部長 永吉 弘己

県内の電子情報関連業界の技

術力向上とその振興のために，

技術相談・支援，設備利用を行

うとともに，電子情報技術に関

する試験研究を行います。

また，今年度は次のような試

験研究を行います。

１ 工業基盤技術研究事業

「福祉用ベッド利用者の情報モニタリングシス

テムの開発」

福祉介護施設や家庭における被介護者の離床時

の転倒事故や徘徊が社会問題となっており，介護

者の負担も増大しています。このため，被介護者

の福祉用ベッド上での位置情報や体位情報をモニ

タリングする手法を確立し，行動パターンを把握

することにより，徘徊や転倒事故に至る危険性の

高い離床の検知や離床を予測するシステム開発の

研究を行います。

「高精度静電気評価技術の開発」

電子機器の小型化や高機能化に伴う電気配線の

微細化や電子部品の微小化により，静電気による

電子部品の破壊が深刻化しています。また，電子

部品の製造工程だけでなく，他の工程においても

静電気対策が重要になってきています。これらの

問題を解決するために，静電気現象を再現性よく

試験する帯電状態可視化技術や，静電気の発生箇

所検知技術など，定量的な評価方法及び対策方法

について研究を行います。

２ 電子・情報技術開発研究事業

「ＬＥＤの外観検査の確立」

LEDは様々な分野に利用されており，今後と

も更に巨大な需要が見込まれ，飛躍的な生産が予

測されています。また，様々な形状・性能のLE

Dが生産されていることもあり，外観検査工程は

自動化が困難なため人手による検査を行っていま

す。このため，生産数量の拡大に伴い，外観検査

時間による作業効率や検査精度の低下等が問題に

なっています。そこで，LEDの外観検査項目の

中で，気泡，欠け，割れ，異物等の検出手法を開

， 。発し 外観検査の自動化について研究を行います

木材工業部 部長 山角 達也

関連業界の技術力の向上と振

興を図るため，木竹材の利用・

加工技術に関する試験研究と技

術相談・指導及び依頼試験等の

技術支援を行います。

今年度は次のような試験研究

を行います。

１ 工業基盤技術研究事業

「超音波を用いた外構木材の内部劣化評価手法

に関する研究」

環境負荷の少ない材料として，木製の構造物が

増加傾向にありますが，外構部材の腐朽等の耐久

， 。 ，性評価は 維持管理の上で重要です 本研究では

木材内部の劣化状況を非破壊で検知する手法とし

て期待されている超音波を用いて，外構木材に対

して客観性のある内部劣化評価手法を確立し，外

構木材の信頼性向上や安全性確保を図る研究を行

います。

「乾燥割れを有するスギ心持ち構造材の評価」

住宅の品質確保の促進等に関する法律 や か「 」 「

ごしま材認証制度」の施行等により，品質の高い

県産スギ乾燥材の供給が急務となっています。本

研究では，人工乾燥により生じた割れがスギ心持

ち構造材の強度性能に及ぼす影響を明らかにし，

併せて割れに対する需要者の意識調査を実施しま

す。これらの結果から，乾燥材の割れに対する評

価基準を作成し，かごしま材の品質の確保及び需

要拡大を図ります。

２ 地域資源の高度利用研究事業

「木材接合における高信頼度化技術の確立」

住宅の品質に対する意識が高まる中，建築メー

カー側もより高いレベルでの品質管理が求められ

ています。本研究では，木造軸組工法建築物の接

合部を対象とし，県産木材を活用した強度性能の

優れた信頼度の高い接合工法の開発を行い，県内

で建設される木造建築物の構造安全性を確保し，

構造性能に関するクレームの低減を図ります。併

せて，木質系材料のみで構成可能な接合工法を開

発し，分別解体及び再資源化しやすい建築工法の

研究も行います。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


